















































































































































































































































































































































































































● 10月 17日午前 6時 20分、ラオス国境の係留地を出発。金水 3号はわず
か 1時間半後の午前 7時 50分にれっきとした中国領の関累（クワンレイ）に
到着した。船が前夜ラオス領に停泊したのは、深夜に中国側に着いても出入国
手続きができないからであって、もし夜間でも入国手続きが可能なら、われわ






















● 17日午前 9時 10分、関累港出発。めざす景洪港まで約 80キロある。関
累港では上りの中国貨物船 3隻、係留中の貨物船 3隻を見かけた。午前 10時
半、タイへ向かう下りの中国貨物船とすれ違う。ここから自分の腕時計の針を
中国時間にし、時計を 1時間早める。おりしも早い昼飯だ。




















































































































































































































































































































































































































































































































































2001 年～ 2010 年　チェンセン港への貨物船入港状況（同港税関調べ）
2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010
1月 138 262 242 191 244 136 146 169 175
????????????2月 177 198 152 205 160 149 81 109 157
3月 287 236 205 147 275 175 164 162 192
4月 217 211 123 151 170 129 172 139 205
5月 300 232 144 196 191 146 150 137 207
6月 196 307 133 149 142 138 115 115 134
7月 166 291 141 190 128 115 143 136 144
8月 252 306 325 243 271 201 281 166 177
9月 225 256 258 217 221 211 196 270 191
10月 245 259 246 274 242 232 163 200 287
11月 204 280 259 265 208 219 170 167 231
12月 189 279 236 305 237 211 201 166 265
TOTAL 2596 3117 2464 2533 2489 2062 1982 1936 2365 2196
　月によって入港隻数に大きなばらつきがあるのは、やはりこの地域特有の乾
季と雨季があるためである。タイ北部からラオスにかけての乾季は通常 11月
































































⑴　リンゴ ────── 2万 6085トン（3億 575万バーツ）
⑵　ナシ ─────── 1万 7124トン（2億 7951万バーツ）
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⑶　加工済み木材 ─── 3875トン　（1億 4777万バーツ）







⑾　バッテリー ──── 2万 3823トン　（2億 7434万バーツ）
　チェンセン港から輸出される品物は以下の通り（2005年統計）
　⑴　果物（リューガン） ─── 4万 120トン（12億 3114万バーツ）














































































　2004年 : 中国からの輸入総額＝ 12億 7235万バーツ （95・31%）
 ラオスからの輸入総額＝ 5982万バーツ （4・48%）
 ミャンマーからの輸入総額＝ 280万バーツ （0・21%）
　　　　　　────────────────────────────
　　　　　　　　　　　　　＊輸入額総計＝ 13億 3497万バーツ
　2005年 : 中国からの輸入総額＝ 12億 2271万バーツ （95・68%）
 ラオスからの輸入総額＝ 5381万バーツ （4・21%）




　2004年 : 中国への輸出総額＝ 32億 9478万バーツ （87・1%）
 ラオスへの輸出総額＝ 4億 658万バーツ （10・75%）
 ミャンマーへの輸出総額＝ 8136万バーツ （2・15%）
　　　　　　────────────────────────────
　　　　　　　　　　　　　＊輸出額総計＝ 37億 8272万バーツ
　2005年 : 中国への輸出総額＝ 38億 5640万バーツ （73・61%）
 ラオスへの輸出総額＝ 3億 4915万バーツ （6・66%）
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Mekong River Commission「Annual Report」（2001～ 2010）
Dr.Charnvit Kasets ir i ,Thammasat Universi ty「From Colonizat ion to 
Globalization:Will the Mekong Survive?」(2003)
「The Mekong River,Thai Villagers’ Reserch at Chiang Khong」（Living River 
Siam-SEARIN and Chiang Khong Conservation Group,2005）
「Building on Success  A Strategic Framework for the Next ten Years of the 
Greater Mekong Subregion Economic  Cooperation Program」(Asian 
Development Bank, November2002)
Zhu Rongii ( 朱 鎔 基 ) 「Drinking  from  the  same  River  and  Building  a 
BetterHomeland」(Address by Chinese Premier  at  First Greater Mekong 















メコン川の中国船 1990年～2010年の記録 撮影 : 宇佐波雄策
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中国各地からやって来たトラックからリンゴがメコン川を下る中
国船に積みこまれる。（2002年10月、雲南省景洪港で）
チェンセン港わきのメコンの堤防では中国船が運ん
できたリンゴが即売される。
（2005年8月）
リンゴなどを満載してタイに向かう中国船。喫水線は浅い
船体構造になっている。（2002年10月）
???????????????????????????????????????????????????????????????
10??
メコン本流にはこうした岩場が航路のど真中に沢山
あり、航行の障害になっている。中国は岩場を次々爆
破したが、環境団体の批判を浴びた。（2000年10月）
― 141 ―
　チェンセン港に完成した全天候型の荷揚げ設備。直接トラックを貨物船の舷側に乗り入れることができるようになったほ
か、水位の増減に応じて荷揚げが可能になった。（右：2009年２月撮影／左：2006年２月撮影）
毛沢東と周恩来の写真が中国船の操舵室に大切に飾ってあった。船体前面
に「中国版納」と表示され、雲南省の「西双版納」から来たことを示す。
（2002年 10月）
120トン級の貨物船を200トン級へ
大型化する改修工事が船主の間で
ブームになった。さらに300トン級
も出現した。（2003年３月、景洪で）
航路の危険な岩場に標識を付ける工事が中国雲南省の河
川管理当局によって進められている。（2010年８月）
シートをかけられた巨大な丸太がメコン川の中国船に
よって雲南へ輸送されている。（2010年８月）
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????????????????????????????????????????????????????????????????????????
12??
雨季の関累港の光景。メコン川の水位が上昇して大型トラックのターミナルの一部にまで水が来ている。この新
しい港はメコンの拠点港になり、最近は景洪港以上に荷役作業が増えている。（2010年8月18日）
タイ側からメコン川をフェリーで横切り、ラオス側
フェーサイに上陸した後、陸路で中国雲南へ向かうタ
イの大型トラック（2009年２月、チェンコン港で）
チェンセン港には、上海からの中国人観光
客を景洪で乗せて入港した雲南の観光船が
停泊していた（2007年２月）
